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研究成果の概要： 

癌には多様性がみられることが知られているが、腺管単位の多様性については、これまでほと

んど明らかにされていない。本研究は腺管分離法を用いて癌腺管を分離後、実態顕微鏡下で個々

の癌腺管を回収し、各癌腺管から DNA を抽出した。大腸癌における同一腫瘍内の個々の癌腺管

の分子遺伝学的違いを allelic imbalance (AI)の観点から解析を行った。大腸癌の個々の癌腺

管では、異なった AI パターンを示した。腺管単位でも多様性がみられることが明らかになった。 
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１．研究開始当初の背景 
癌には多様性がみられる。大腸癌を構成する
癌腺管も種々の組織学的差異がみられる。し
かし、これらの個々の癌腺管の分子遺伝学的
な違いについてはほとんど明らかにされて
いない。 
 
 
２．研究の目的 
大腸癌を構成する個々の癌腺管の分子異常  
(17p、5q、18q、8p、22q の allelic imbalance, 
AI)の違いを明らかにする。 
 
 
 

３．研究の方法 
進行大腸癌において、腺管分離法を用いて単
一癌腺管を実態顕微鏡下で回収後、個々の癌
腺管の DNA を抽出した。17p、5q、18q、8p、
22q の allelic imbalance (AI)については
PCR-LOH 法で行った。加えて microsatellite 
instability (MSI)の検討も行った。 
 
 
４．研究成果 
個々の癌腺管において異なった AI パターン
がみられた。MSI は各癌腺管で同様のパター
ンを示した。 
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